
経

済

情

勢

調

査

(

そ

の

'--" 

備
状
況
を
み
れ
ば
従
業
員
三

O
O人
以
上
の
も
の
一
七
件
(
前
月
比
一
件
減
〉
、
主

O
入
以
上
二

O
O人
未
満
の
も
の
四
一
件
(
前
月
比

一
一
件
減
)
、
四
九
人
以
下
の
も
の
三
六
件
(
前
月
比
一
一

三
件
減
)
と
な
っ
て
お
り
小
企
業
の
減
少
が
著
し
い
。

間
求
人
、
求
聴
関
係

求
人
、
求
職
関
係
を
東
京
都
職
業
紹
介
調
に
つ
い
て
み
れ
ば
当
月
の
求
人
数
は
ニ
問
、
五
六

O
人
〈
前
月
比
一
ニ
、
八
丸
七
人
減
)
、
求
職
者
数
回
O
、
二
一
九
四
人
(
前
月
比

一
一
、一一
一一一
六
人

減
)
、
就
職
者
数
一
て
九
一
二
O
人
(
前
月
比
て
一
一
一

O
人
減
)
と
季
節
的
に
何
れ
も
前
月
よ

り
減
少
し
て
い
る
が
特
に
求
職
者
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
就
職
率
は
引
続
き
上
昇
を
示
し

て
い
る
。
な
お
就
職
先
き
は
機
械
器
具
工
業
が
多
〈
紡
績
工
業
は
低
下
し
て
い
る
。

凶

昭

和

-
一
十
五
年
中
の
雇
用
拡
況

次
に
本
年
初
来
の
企
業
盤
航
状
況
及
び
就
輪
状
況
を
回
顧
す
る
に
、
昨
年
奉
以
降
相
当
広
範

囲
に
行
わ
れ
た
企
業
整
備
は
木
年
三
月
を
頂
点
と
し
て
減
少
に
転
じ
始
め
特
に
六
月
の
朝
鮮
事

変
勃
発
以
後
の
減
少
は
急
激
な
も
の
が
あ
り
十
二
月
の
企
業
整
備
を
三
月
に
比
す
れ
ば
件
数
に

於
て
一
四
%
、
人
員
に
於
て
四

一
劣
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
労
働
争
訟
の
状
況
も
右
と
同
様
下

半
期
に
入
っ
て
か
ら
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。

一
方
就
職
状
況
は
東
京
都
職
業
紹
介
制
で
み
れ
ば
、
六
月
主
一
は
月
約

一
万
人
で
推
移
し
て
い

た
も
の
が
七
月
か
ら
増
加
に
転
じ
七
月
一

三
千
六
、
パ
同

一.五
で
人
、
十
丹
一
，六
千
人
之
出
り

十
て
十
二
月
は
季
節
的
に
紺
々
減
少
を
示
し
て
い
る
が
前
年
同
月
に
比
し
て
は
五
、
六
割
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。
か
く
の
如
〈
就
職
状
況
は
好
転
し
つ
L
あ
る
が
就
職
先
は
未
だ
部
分
的

で
(
特
需
産
業
、
百
貨
問
等
)
、
労
働
市
場
の
一
般
的
狭
院
を
打
開
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

、ν

二
八
六

昭
和
二
十
六
年
一
月

国
内
経
済
概
観

一
、

概

況

二

、

生

産
動
力
事
情
の
不
調
を
主
闘
に
生
産
制
々
低
木
|

|
渇
水
制
に
入
り
発
電
不
振
、
・出
炭

高
も
減
少
||
鉄
道
輸
送
は
駅
頭
部
貨
累
稿
、
海
上
輸
送
は
内
外
航
共
フ
ル
稼
動

三

、

食

糧
需
給
差
当
り
順
調
な
る
も
輸
入
の
前
途
は
注
目
を
袈
す

四

、

貿

易

一輸
入
の
哨
勢
顕
著
|

|
外
国
為
替
の
受
取
趨
過
鈍
化
1

1
ポ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ン
ス
の

実
施

4

五
パ
商
況
・
物
価

・
賃
銀

冬
枯
期
に
拘
ら
ず
思
惑
人
気
表
わ
れ
商
況
引
統
才
、
活
況
l
l物
価
の
上
昇
率
再
び

増
大

l
l消
費
者
物
価
の
上
昇
と
賃
銀
及
び
生
計
貨
の
関
係

六
、
財
政

・
金
融

財
政
資
金
の
対
民
間
支
払
超
過
縦
続
1
li
見
返
資
金
の
余
給
金
帯
地
|
!
財
政
資

金
撒
布
と
年
末
資
金
還
流
に
よ
り
市
中
金
融
粉
々
緩
和
|
|
日
本
銀
行
外
貨
貸
付

累
増
l
l
a日
本
輸
出
銀
行
の
発
足

七
、
通

貨年
末
膨
服
せ
る
銀
行
券
の
還
流
状
況
低
制

一
、
鍋
湖

沼

昨
年
末
に
お
け
る
中
共
貿
易
の
枇
絶
、
米
国
の
非
常
事
態
宣
言
な
ど
の
影
響
は
更
年
後
に
歪



っ
て
・
尚
況
、
物
価
等
の
諸
部
面
に
現
れ
、
当
月
の
商
品
取
引
は
年
末
に
引
つ
づ
き
活
濯
を
維
持

し
た
外
、
部
分
的
に
は
賢
摘
め
、
思
惑
等
の
傾
向
も
増
大
し
、
物
価
は
一
般
に
朝
鮮
事
変
直
後

の
急
勝
に
次
ぐ
勝
賞
・
宝
一小
し
た
。
こ
の
間
当
月
の
財
政
資
金
の
収
支
状
況
は

λ

例
年
と
異
り
、

徴
税
期
に
入
っ
た
に
も
拘
ら
ず
外
国
為
替
会
計
の
引
つ
づ
く
巨
額
の
支
払
超
過
を
反
映
し
て
僅

か
な
が
ら
支
払
趨
過
を
現
出
し
、
又
年
末
膨
脹
し
た
銀
行
券
の
回
流
率
も
昨
年
に
比
し
鈍
化
を

示
す
に
至
っ
た
。

然
し
な
が
ら
朝
鮮
事
変
後
毎
丹
輸
出
超
過
を
継
続
し
た
輸
出
入
状
勢
は
当
月
に
至
っ
て
始
め

て
相
当
額
の
輸
入
超
過
に
転
ず
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
事
変
後
諸
種
の
輸
入
促
進
策
の
と
ら
れ

た
効
果
が
漸
〈
現
れ
始
め
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
こ
こ
数
ヶ
月
は
輸
入
超
過
を
継
続
す
る
も

の
と
具
込
ま
れ
る
。

こ
の
時
に
当
り
当
月
二
十
四
日
、
米
国
大
統
領
特
使
J

・
F
・
ダ
レ
ス
氏
の
来
日
を
見
、
対

日
誌
和
条
約
並
に
誹
和
後
に
お
け
る
安
全
保
障
に
闘
し
総
司
令
部
並
に
臼
木
側
関
係
者
と
の
聞

に
会
談
が
行
わ
れ
、
講
和
条
約
の
早
期
締
結
と
論
和
後
に
お
け
る
円
米
経
済
協
力
の
見
透
し
が

得
ら
れ
る
に
歪
.
?
た
こ
と
は
各
方
面
の
非
常
な
注
回
全
惹
い
た
。

二
、・
生

産

(
動
力
事
情
の
不
調
を
主
因
に
生
産
制
々
低
下
v
.

後
記
の
一
如
き
動
力
事
情
の
不
調
と
正
月
関
係
に
よ
る
操
業
日
数
の
縮
小
に
よ
り
当
月
の
生
産

は
前
丹
よ
り
和
々
下
廻
り
鉱
工
業
生
産
指
数
は
一
一
四

・
O
と
前
月
よ
り
=
・
四
銘
の
低
下
を

示
し
た
。
即
ち
機
械
工
業
は
特
補
ス
ト
ッ
プ
に
よ
る
事
輔
の
激
減
を
始
め
減
産
品
目
が
多
か
っ

た
が
、
-船
舶
の
引
渡
が
当
月
に
片
寄
っ
た
関
係
で
総
体
と
し
て
前
月
よ
り
二

・
三
%
増
加
し
た

け
れ
ど
も
、
そ
の
他
の
各
産
業
は
一
織
に
前
月
工
り
低
落
し
、
そ
の
内
金
属
工
業
、

-化
学
工
業

の
低
下
は
夫
々
一

・
六
路
程
度
の
微
減
に
止
ま
っ
た
が

(
尤
も
ソ
ー
ダ
灰
、
.苛
性
ソ
ー
ダ
は
原

料
塩
の
逝
迫
か
ち
相
当
の
減
産
と
な
っ
た
M

繊
維
、
食
料
、
飲
料
な
ど
脱
L
て
消
費
財
部
門
の

減
産
が
著
し
か
っ
た
。
か
む
の
如
〈
当
月
の
生
産
は
利
々
低
制
に
推
移
し
た
が
J

な
お
前
月
の

戦
後
の
ピ
ー
ク
に
次
ぐ
も
の
で
あ
り
、
季
節
的
事
情
も
考
慮
す
れ
ば
こ
れ
ま
で
の
増
践
の
基
調

が
頓
挫
し
た
も
の
と
は
吉
い
難
い。

(渇
水
期
に
入
り
発
電
不
振
、
出
炭
高
も
減
タ
)

・
電
力
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
消
費
量
中
に
お
い
.て
占
め
る
比
率
は
戦
前
(
昭
和
七
l
f-一
年
平
均

園
内
経
済
制
査
〈
上
一
)
昭
和
二
十
六
年

一
月

三
六
銘
)
に
比
し
現
在
は
著
し
〈
増
大
ハ
昭
和
二
十
五
年
平
均
五
二
銘
〉
し
て
い
る
が
、
過
去

数
ヶ
月
急
速
な
生
産
上
昇
を
達
成
し
得
た
裏
に
は
異
常
豊
水
に
よ
る
電
力
部
門
の
好
訓
が
大
き

な
要
素
を
な
し
て
来
た
と
と
を
見
逃
せ
な
い
。
然
る
に
当
月
の
電
力
事
情
は
渇
水
期
に
入
り
水

力
発
電
が
不
癒
と
な
り
火
力
設
備
の
最
高
度
の
活
用
に
拘
ら
ず
総
発
電
量
は
前
月
に
比
し
六
%

減
少
し
、
当
月
の
生
産
活
動
に
大
会
な
影
響
を
与
え
た
。

又
出
炭
高
も
当
月
比
作
業
日
数
の
減
少
等
の
た
め
前
月
よ
り
七
%
の
誠
産
と
な
っ
て
需
要
量

を
下
廻
り
、
月
末
貯
炭
意
は
前
月
よ
り
一一
一
一
路
減
少
し
、
電
力
用
を
始
め
.
出
料
、
燃
料
用
炭
の

碓
保
に
つ
き
一
部
に
懸
念
を
生
じ
て
い
る
様
様
で
あ
る
。

(
鉄
道
輸
送
は
駅
顕
滞
貨
累
積
、
海
上
輸
送
は
内
外
航
共
フ
ル
稼
助
〉

昨
年
十
、
十

一
月
と
目
立
っ
て
増
加
し
た
国
鉄
の
駅
頭
滞
貨
は
昨
年
末
強
力
愉
迭
に
よ
り
相

当
減
少
含
み
た
が
、
当
月
は
正
月
休
み
に
よ
る
稼
助
率
の
低
下
及
醤
替
の
た
め
に
輸
送
災
献
は

前
月
に
及
ば
な
が
‘っ
た
の
に
反
し
、
商
況
の
活
濃
と
朝
鮮
事
変
関
係
に
よ
り
輸
送
需
要
は
引
続

き
旺
盛
な
た
め
、.
駅
顕
滞
貨
は
再
び
著
増
し
て
昨
秩
の
最
高
畳
を
突
破
し
〈
前
年
同
月
に
比
し

て
は
二
倍
以
上
)
特
に
木
材
、
石
炭
、
肥
料
、
セ
メ
ン
ト
等
の
需
給
は
輸
送
而
よ
『ザ
窮
屈
を
告

げ
る
に
至
。っ
て
い
る
。

次
に
海
上
輸
送
に
於
て
は
内
航
で
は
荷
動
、
ぎ
の
増
加
と
陸
連
の
窮
屈
に
よ
る
海
運
へ
の
移
行

に
よ
っ
て
冬
期
に
拘
ら
ず
、
前
月
を
更
に
上
廻
る
輸
送
増
加
を
示
し
繋
船
は
実
質
上
殆
ど
皆
無

に
な
っ
て
い
る
。
又
、
外
航
邦
鉛
は
数
次
の
造
船
及
改
修
船
に
よ
り
当
月
末
現
在
一
O
O
隻
、

五
七
七
千
総
ト
ン
を
保
有
す
る
に
至
り
、
輸
入
貨
物
の
邦
船
積
取
率
は
朝
鮮
動
乱
勃
発
前
の
一

八
銘
程
度
か
ら
最
近
は
二
五
銘
程
度
に
増
強
さ
れ
て
い
る
が
、
所
要
外
航
船
腹
絶
対
量
の
噌
加

の
ほ
か
外
悶
船
の
極
東
水
域
回
航
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
た
め
、
本
邦
船
に
よ
る
輸
送
が
一
段
と

要
請
さ
れ
る
事
情
に
あ
り
ベ
今
後
造
船
、
改
修
船
の
推
進
は
素
よ
り
外
国
船
り
術
貿
船
の
確
保

が
喫
緊
の
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
海
上
運
賃
は
右
の
如
き
情
況
か
ら
強
制
を
統
け
べ
最
近

は
朝
鮮
動
乱
当
時
に
較
べ
内
航
に
お
い
て
五
O
e--
六
O
%
A
外
航
は
最
高
三
倍
以
上
の
他
上
か

を
一ホ
レ
、
物
価
而
に
与
え
る
影
響
が
著
し
〈
な
っ
て
い
る
。

一
一
一
、
食
繍

(
需
給
差
当
り
順
制
な
あ
も
輸
入
の
前
途
は
注
目
を
要
す
〉

一
米
の
供
出
は
当
月
も
相
当
好
調
で
目
標
に
対
す
る
達
成
率
は
前
月
末
の
七
九
二
一
%
か
町
当

一λ
セ



経

済

情

勢

調

査

(

そ

の

'一
)

月
末
は
九
六
・七
%
(
前
年
同
月
末
九
二
・五
劣
)
に
上
仲
し
て
い
る
。
然
し
昨
年
七
月
以
降
の
食

糧
翰
入
は
予
定
を
温
か
に
下
廻
っ
て
お
り
、
政
府
当
局
は
右
に
鑑
み
当
初
作
成
し
た
二
十
六
米

穀
年
度
(
自
昨
年
十
一
月
至
木
村
十
十
月
)
の
需
給
計
画
(
昨
年
十
一
月
月
報
参
照
)
の
達
成
は
見
透

困
難
に
し
て
当
月
に
至
り
輸
入
計
闘
を
若
干
縮
小
し
、
本
年
六
月
末
を
以
て
終
る
一
ヶ
年
の
需

給
計
幽
に
切
換
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
計
画
に
よ
る
年
聞
の
食
積
輸
入
予
定
は
前
年
同
期
の

輸
入
実
縞
よ
り
一
割
減
の
二
五
三
万
凪
〈
玄
米
換
算
〉
で
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
は
木
年
一
月

以
降
六
月
ま
で
月
平
均
三

O
万
mm程
度
の
輸
入
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
当

一
月
の
輪
入
実
績

は
昨
年
六
|
十
二
月
の
月
平
均
一
三
万
砲
よ
り
は
相
当
増
加
し
二
六
万
踊
(
内
米
五
万
魁
)
に

上
っ
た
が
、
二
月
は
二

O
万
庖
を
少
々
超
す
限
度
に
止
ま
る
模
様
で
、
輸
入
の
具
還
は
船
舶
事

情
、
閥
際
的
買
付
競
争
等
の
点
か
ら
依
然
期
待
遇
り
の
好
転
は
悶
難
の
如
〈
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
国
内
に
於
け
る
食
糧
需
給
は
米
の
供
給
不
足
は
兎
も
角
総
体
と
し
て
は
順
調
に
推
移
し
て
い

る
た
め
最
近
麦
類
の
統
制
撤
廃
の
論
議
が
表
わ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
主
食
統
制
緩
和
の
問
題
は
今

後
に
於
け
る
食
糧
輸
入
五
回
際
情
勢
の
推
移
と
腕
み
合
わ
せ
慎
重
な
考
慮
を
要
す
る
も
の
が
あ

ろ
う
。

図
、
由
民

易

(
輸
入
の
増
勢
顕
著
)

朝
鮮
動
乱
後
の
輸
入
は
不
振
な
状
態
を
続
け
て
含
た
が
、
当
月
に
入
っ
て
こ
れ
ま
で
の
輸
入

促
進
策
が
漸
く
奏
効
し
月
中
一
一
一

O
百
万
ド
ル
と
前
月
に
比
L
一二

百
万
ド
ル
の
大
幅
増
加
を

示
し
、
ー
特
に
綿
花
、
羊
毛
、
パ
ル
プ
等
繊
維
類
の
輸
入
が
著
し
か
っ
た
他
、
鉄
鉱
石
、
石
炭
等

の
生
産
財
関
係
の
主
要
原
材
料
の
輸
入
も
好
転
の
兆
を
み
せ
始
め
て
お
り
、
食
継
の
入
荷
も
増

大
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
輸
出
は
前
月
若
増
の
反
動
と
中

共
向
輸
出
制
限
の
路
響
に
よ
っ
て
金
属
製
品
在
中
む
に
減
少
し
、
月
中
八
一
百
万
ド
ル
(
前
月

一
二
ハ
百
万
ド
ル
)
に
低
下
し
て
お
り
、
逐
月
期
加
の
一
途
を
辿
っ
た
輸
出
は
鞘
々
顕
打
状
況

を
呈
す
る
に
至
っ
た
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
こ
の
処
輸
出
超
過
を
統
け
て
い
た
貿
易
尻
は
当
月

は
久
方
憾
に
三
九
百
万
ド
ル
の
入
超
に
転
じ
て
お
り
、
而
も
こ
の
様
な
輸
入
の
好
調
は
一

l
コ
一

月
の
外
国
為
替
予
亦
の
大
幅
地
加
(
当
初
予
算
五
二
五
百
万
ド
ル
に
対
し

一
月
末
六
二
一一
一
百
万

ド
ル
に
増
加
し
、
今
後
更
に
追
加
が
見
込
ま
れ
る
)
、

最
近
の
輸
入
信
用
状
開
設
高
の
場
務
等

=
一
八
八

か
ら
み
て
、
こ
こ
当
分
持
続
す
る
も
の
と
み
ら
れ
、
反
面
輸
出
は
輸
出
申
告
書
認
証
高
実
績
の

趨
勢
、
輸
出
信
用
状
の
接
受
高
の
哨
加
等
よ
り
み
て
、
な
お
若
干
の
件
強
が
見
込
ま
れ
る
も
の

の
輸
入
の
増
勢
に
比
較
す
る
と
相
当
弱
〈
、
従
っ
て
こ
と
数
ヶ
月
聞
は
入
超
を
継
続
す
る
気
勢

が
強
い
。

か
か
る
輸
入
の
増
嵩
は
動
乱
以
後
の
輸
入
単
価
の
値
上
り
を
加
味
し
て
み
て
も
実
質
的
に
も

相
当
増
加
し
て
お
り
、
最
近
の
契
約
を
含
め
た
霊
要
原
材
料
の
入
荷
見
透
は

ニ
ッ
ケ
ル
、
モ
リ

ブ
デ
ン
、
雲
母
等
柿
助
的
工
業
原
料
の
不
振
と
船
舶
の
調
達
難
を
除
ぐ
と
一
応
好
転
を
示
し
た

と
い
え
よ
う
。

(外
国
為
替
の
受
取
超
過
鈍
化
)

外
闘
為
替
の
受
払
状
況
は
九
一
例
記
の
如
、
F
輸
入
の
増
大
に
よ
っ
て
貿
易
而
の
支
払
高
は
帯
増
を

示
し
て
い
る
も
の
の
、
貿
易
外
を
含
め
る
と
最
近
特
需
が
支
払
期
に
入
り
支
払
高
が
増
加
し
て

い
る
関
係
上
、
全
体
で
は
な
お
二
四
百
万
ド
ル
の
受
取
超
過
と
な
っ
て
い
る
の
し
か
し
昨
年
下

半
期
の
状
態
か
ら
み
る
と
受
取
超
過
の
傾
向
は
相
当
鈍
化
し
て
お
り
、
更
に
当
月
末
の
輸
入
信

用
状
及
輸
出
信
用
状
残
高
の
状
況
か
ら
み
て
外
国
為
替
収
支
は
近
〈
文
払
超
過
に
転
ず
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
結
果
外
貨
保
有
而
も
今
後
急
速
な
減
少
が
見
込
ま
れ
る
が
、
特
に
ポ
ン
ド

貨
の
不
足
が
強
〈
感
じ
ら
れ
て
い
る
。

(
ポ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ン
ス
の
実
施
〉

こ
の
様
な
ポ
ン
ド
資
舟
不
足
に
対
処
す
る
た
め
、
か
ね
て
外
国
為
替
管
理
委
員
会
で
は
ポ
ン

ド
ユ
ー
ザ
ン
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
外
国
銀
行
と
の
附
に
折
衝
中
で
あ
っ
た
が
、
当
月

二
十
三
日
に
至
り
漸
〈
こ
れ
が
実
施
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
回
の
ポ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ン
ス
の

特
色
と
す
る
処
を
挙
げ
れ
ば
、
的
期
限
付
輸
入
信
用
状
の
開
設
に
つ
い
て
は
外
国
為
替
管
郡
安

員
会
の
外
貨
資
金
を
引
当
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
。
例
ユ
ー
ザ
ン
ス
期
間
は
u
y
ド
ン
で
手
形

が
引
受
け
ら
れ
て
か
ら
四
ヶ
月
と
す
る
こ
と
。
制
限
柿
、
原
毛
、
生
ゴ
ム
、
粘
結
炭
等
十
二
品

自
に
つ
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
村
木
ユ
ー
ザ
ン
ス
の
場
合
に
も
現
行
ク
レ
ヂ
ツ
ト
ラ
イ

ン
(
四
四

・
五
百
万
ポ
ン
ド
)
が
適
用
せ
ら
れ
る
こ
と
等
で
あ
る
。
と
の
突
施
に
よ
っ
て
ポ
シ
ド

地
域
か
ら
の
輸
入
決
済
に
必
要
な
外
貨
資
金
不
足
状
態
は
相
当
総
和
せ
ら
れ
、
輸
入
促
進
に
大

き
な
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
期
待
せ
ら
れ
る
も
の
の
、

最
近
の
如
含
輸
入
若
増
に
対
し
て



は、
-
更
に
ポ
ン
ド
地
域
に
対
す
る
輸
出
増
加
に
よ
っ
て
外
貨
資
金
を
増
加
す
る
他
、
ク
レ
ヂ
ツ

ト
ラ
イ
ン
の
拡
大
、
ド
ル
と
ポ
ン
ド
の
ス
ワ
ッ
プ
取
引
等
の
措
置
が
必
要
と
み
ら
れ
て
い
る
。

玉
、
商
況

・
物
価
・
賃
銀

.2品
期
に
拘
ら
ず
思
惑
人
気
表
わ
れ
商
況
引
続
き
活
、副
)

・
昨
年
末
の
商
況
は
完
行
は
活
況
を
皇
し
た
が
仰
格
而
に
於
て
は
、
年
末
換
金
売
の
関
係
も
あ

っ
て
国
際
情
勢
の
急
速
な
逼
迫
化
に
も
拘
ら
ず
腕
勢
は
一
般
に
鈍
化
し
、
中
に
は
山
md
ろ
低
下
を

示
す
も
の
も
見
受
け
、
伝
れ
た
が
、
更
年
と
共
に
海
外
物
価
高
の
影
響
、
物
資
再
統
制
に
対
す
る

懸
念
等
が
表
面
化
す
る
に
至
り
、
一

般
商
況
は
冬
枯
期
に
拘
ら
ず
引
続
き
活
況
を
呈
す
る
と
共

に
、
一
時
影
を
潜
め
つ
つ
あ
っ
た
思
惑
買
が
広
範
囲
に
表
わ
れ
価
格
も
大
幅
な
勝
貴
を
示
し
て

い
る
も
の
が
多
い
。
而
し
て
朝
鮮
事
変
勃
発
直
後
の
昨
年
七
、
八
月
頃
の
思
惑
買
は
主
と
し
て

問
屋
段
階
に
止
ま
っ
て
い
た
が
、
最
近
の
動
き
は
単
に
問
屋
筋
の
み
な
ら
ず
、

一
般
消
費
者
に

0六四五

l ええ夫も I~

l東来
京消生京

小卸

l 完売

l物費産物

|価師

指 指 ー

数財財数.

|七

A 

入一入玉

ニO八 o/月

ト)

か
〈
の
如
ぐ
当
月
に
お
い
て
物
価
が
再
び
大
幅
上
昇
を
示
し
た
の
は
、
要
す
る
に
米
国
の
非

常
事
態
宣
言
等
情
勢
の
急
変
が
物
価
面
に
現
れ
た
と
と
を
示
す
も
の
と
豊田
っ
て
よ
い
が
、
こ
れ

を
更
に
分
析
す
れ
ば
、
川
輸
出
入
価
格
の
急
騰
の
反
映
、
制
内
需
用
物
資
の
供
給
減
少
並
に
減

少
見
越
に
よ
る
価
格
面
へ
の
圧
迫
、
判
財
政
金
融
商
を
通
ず
る
撒
布
資
金
の
増
大
に
伴
う
購
買

力
増
大
の
反
映
な
ど
の
諸
要
因
が
作
用
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
輸
出
入
価
格
の

最
近
の
勝
勢
は
世
界
的
売
手
市
場
を
反
映
し
て
甚
し
い
も
の
が
あ
り
、
囲
内
価
格
は
輸
出
入
価

格
、
特
に
繊
維
品
、
鉄
鋼
等
の
輸
出
価
格
に
引
摺
ら
れ
て
騰
貴
し
、
か
〈
て
-
一
般
物
価
水
準
を

上
昇
せ
し
め
て
い
る
面
が
大
夕
、ぃ。

(
消
費
者
物
価
の
よ
昇
と
賃
銀
及
び
生
計
費
の
関
係
〕

当
月
の
物
摘
主
昇
は
前
記
の
如
く
生
産
財
物
価
四
脚
質
右
中
心
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

圏
内
経
済
調
査
〈
上
〉
同
和
ご
十
六
年
一
月

於
て
も
価
格
先
高
見
越
か
ら
一
般
耐
に
購
買
意
慾
の
増
大
を
み
せ
て
お
り
、
百
貨
庖
の
売
行
の

如
き
は
前
月
の
年
末
関
係
売
上
高
に
は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
前
年
同
月
に
比
す
れ
ば
約
九

割
の
増
加
で
特
に
衣
料
品
は
三
倍
以
上
の
売
行
を
示
し
た
。

か
か
る
際
当
月
二
十
六
日
米
国
の
物
価
凍
結
令
の
発
表
が
あ
っ
た
が
、
行
政
措
置
等
詳
細
不

明
の
た
め
米
国
向
生
糸
、
絹
織
物
、
金
属
製
品
等
の
輸
出
成
約
が
停
滞
じ
た
程
度
で
、
そ
の
他

に
は
米
だ
特
別
具
体
的
影
響
を
及
ぼ
す
に
至
ら
な
か
っ
た
。

(
物
価
の
上
昇
率
再
び
噌
大
)

昨
年
十
月
以
降
小
康
状
態
に
あ
っ
た
物
価
は
当
月
に
入
っ
て
再
び
大
幅
上
昇
に
転
じ
、
特
に

生
産
財
の
騰
貴
は
朝
鮮
事
変
直
後
の
勝
賞
率
に
次
ぐ
勝
賞
率
を
示
し
、
就
中
融
維
素
材
、
原

糸
、
金
属
類
等
に
お
い
て
、
そ
れ
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
今
と
れ
を
事
変
後
の
各
月
勝
賞
率
に
つ

い
て
表
示
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

~O 四二

九六九 .三|月

l十

。一五三

五四 O四|月
十

三 O 四三

圭えもδl月

l十

月

一

一
・六

一

0
・六

一

0
・八

一

月
五
・二

七
二

一一
・
八

一一一・
一

消
費
財
物
価
乃
至
小
売
物
価
も
前
月
ま
で
に
比
す
れ
ば
騰
勢
増
大
し
、
物
価
.の
上
昇
が
消
費
者

に
も
相
当
の
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
当
月
は
米
の
配
給
価

椅
の

一
五
・
七
%
方
の
引
上
を
見
た
外
、
食
料
品
の
著
鵬
を
見
、
衣
料
品
の
勝
賞
も
加
わ
っ
て

消
費
者
物
価
は
左
表
の
如
ぐ
当
月
五

・
七
銘
の
大
幅
騰
貴
を
示
す
に
至
っ
た
。
一
方
賃
銀
は
、

朝
鮮
事
変
後
、
活
況
を
示
し
た
部
門
で
は
相
当
の
増
加
を
同
々
例
え
ば
、
対
六
月
比
紡
績
工
業
四

O
務
、
運
輸
通
信
業
三
一
第
、
金
属
工
業
一
一
一
%
の
上
昇
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
一
般
的
に

は
比
較
的
小
幅
の
増
大
(
対
六
月
比

一
六

・
七
%
増
)
に
止
ま
っ
て
お
り
、
更
に
生
計
費
の
推
移

に
お
い
て
は
左
表
の
如
く
年
末
は
別
と
し
て
、

-
般
に
殆
ん
E
増
大
を
示
し
て
い
な
い
。
従
っ

て
一
般
的
生
活
水
準
は
当
月
に
入
っ
て
低
下
の
傾
向
を
示
し
始
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
今
後

の
物
価
情
勢
の
見
透
し
に
関
し
て
は
こ
の
点
の
動
向
が
特
に
注
目
せ
ら
れ
る
。

一二
八
九
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註
〉
何
れ
も
東
京
(
二
十
五
年
六
月

u
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六
、
財
政
・
金
融

(
財
政
資
金
の
対
民
間
支
払
超
過
継
続
)

徴
税
期
に
入
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
外
国
為
替
会
計
の
支
払
超
過
が
依
然
巨
額
に
上
っ
た
こ
と

外租財

国政

為資

替税金
ム対
:D; 民

百r 問

JI:X収収

支支

(一) (ー)

尻入尻

年

月

有i(

_... 
ノ、

[一)

一、
五
四
六

一
ニ
、
八
二
七

四
、
七
一
七

(+) 

{ー}

←) 

(
従
)

・
貿
易
、
外
国
為
替
閥
会
計
収
支
尻

財
政
資
金
が
昨
年
末
ま
で
に
於
け
る
巨
額
の
対
民
間
支
払
超
過
に
引
つ
づ
き
、
例
年
租
税
を

中
心
と
し
て
引
揚
超
過
の
集
中
傾
向
が
見
ら
れ
る
第
四
・
間
半
期
を
迎
え
て
な
お
か
か
る
推
移

を
み
る
に
歪
っ
た
こ
と
は
極
め
て
注
目
す
れ
へ
念
事
柄
で
、
木
年
度
予
算
が
形
式
的
に
は
超
均
衡

で
あ
り
乍
ら
突
般
に
お
い
て
は
逆
に
相
当
額
の
対
民
間
支
払
超
過
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は

略
々
決
定
的
と
み
ら
れ
る
。

(
見
返
資
金
の
余
裕
金
若
増
)

・見
返
資
金
は
当
月
援
助
物
資
処
理
会
計
よ
り
一
一
一
一
、
五
七
五
百
万
円
の
大
腕
繰
入
が
行
わ
れ

た
一
方
、
放
資
は
前
月
活
況
の
反
動
で
一
一
般
に
低
制
で
あ
っ
た
た
め
、
余
裕
金
-
月
末
残
高
は
著

増
し
て
七
七
、
五
四
O
百
万
円
の
巨
額
に
達
し
た
。
悶
み
に
余
裕
金
の
増
加
は
前
明
記
棋
の
如

〈
財
政
資
金
の
撒
布
超
過
傾
向
が
み
ら
れ
る
現
況
に
鑑
み
、
消
杭
倒
的
な
対
抗
手
段
と
し
て
大
き

な
投
制
定
仰
木
し
つ
つ
あ
る
の
で
、
そ
の
意
義
は
注
目
さ
れ
る
。

(
財
政
資
金
撒
布
と
年
末
資
命
還
流
に
よ
り
市
中
金
融
粉
々
緩
和
)

財
政
資
金
の
対
民
間
撒
布
超
過
は
前
記
の
如
ぐ
当
月
も
引
統
き
、
且
年
末
資
金
の
問
収
も
服

三
九
O

月
一

一
O
七
・七
一

一
四
三
・
九

一

一
=
一一一
一・
4

ハ一

月

八 O一
八 O 三

六九九

を
主
因
と
し
て
、
当
月
の
財
政
資
金
対
民
間
収
支
尻
は
僅
か
な
が
ら
(
て

五
四
六
百
万
円
)
支

払
超
過
と
な
り
、
左
表
の
如
〈
昨
年
と
全
〈
異
っ
た
事
情
を
示
し
て
い
る
。
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月

二
五
年
四
|
十

二

月

累

計

ニ
て
三
四
六

四
て
六
七
四

一
三
、
六

一
八

(一)(一)

前

{ー)* {ー)
年

(
単
位

百
万
円
)

同

J明

累

'
十
a
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八
、
七
七
九

三

O
、
-
四
八

五
一
、
凹
六
四

制
で
あ
っ
た
為
、

全
国
銀
行
預
金
は
例
年
と
興
り
月
中
二
五
、
三
二
七
百
万
円
の
増
加
を
示
し

た
。
又
同
業
者
預
金
及
び
政
府
関
係
預
金
を
除
〈
預
金
に
つ
い
て
見
て
も
月
中
二
回
、
九
九

O

百
万
円
の
増
加
で
あ
り
、
更
に
切
手
手
形
月
中
減
少
一
五
、
二
二
五
百
万
円
を
併
せ
考
慮
す
れ

ば
、
預
金
の
実
質
的
増
勢
は
凹

O
、

0
0
0百
万
円
税
度
に
達
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

一

方
全
国
銀
行
貸
出
も
右
と
同
様
の
原
因
に
よ
り
六
、
四

O
九
百
万
円
の
減
少
と
な
っ
た
。
そ
の

た
め
、
市
中
銀
行
の
チ
許
は
党
ぎ
日
本
銀
行
の
市
中
銀
行
に
対
す
る
貸
出
は
月
中
二
一
、
七
二

四
百
万
円
を
収
納
し
た
。

(日
本
銀
行
外
貨
貸
付
累
噌
)

一
方
日
本
銀
行
の
外
貨
貸
付
は
引
続
き
累
場
の

一
途
を
辿
り
、
月
中
増
加
、
五
五
、
一

O
七

百
万
円
と
前
月
を
民
に
上
廻
っ
て
よ
仲
し
、
当
月
末
残
高
は
二

O
九
、
六
二
六
百
万
円
と
な
っ

た
。
布
残
高
の
内
訳
は
米
貨
現
金
勘
定

一
六
二
、
七
九
六
百
万
円
(
四
て
八
五
九
千
弗
)
、
英

貨
現
金
勘
定
一
二
三
、
二
七
六
百
万
円
(三
二
、
九
七
九
千
筋
)
、
米
貨
特
別
決
消
勘
定
一
一
一
一
、

五
五
四
百
万
円
(
三
七
、
六

一
四
千
弗
)
で
あ
る
。



(
日
本
輸
出
銀
行
の
発
足
)

・
懸
案
の
百
本
輸
出
銀
行
は
去
る
十
二
月
二
十
八
日
設
立
せ
ら
れ
、
当
月
中
に
業
務
方
法
要
領

の
提
出
を
終
り
、
・
二
月
一
日
か
ら
業
務
を
開
始
す
る
こ
と
に
成
っ
た
。
同
銀
行
は
プ
ラ
ン
ト
設

備
の
輸
出
を
促
進
す
る
だ
め
一
般
の
金
融
機
関
が
行
う
輸
出
金
融
を
補
完
し
、
ま
た
は
奨
励
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
業
務
方
法
書
に
よ
れ
ば
、
同
銀
行
は
差
当
つ
て
は
本
邦
輸
出
業
者
又

は
輸
出
品
製
造
業
者
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
な
っ
て
お
り
、
業
務
の
方
式
と
し
て
は
市
中

銀
行
と
の
協
調
融
資
(
輸
出
銀
行
の
融
資
割
合
の
隈
度
は
八

O
%
)及
び
輸
出
業
者
又
は
輸
出
品

製
造
業
者
に
対
し
市
や
銀
行
が
貸
付
け
た
手
形
の
再
割
引
の
方
式
を
と
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
0

・
文
融
資
条
件
と
し
て
は

川
市
中
銀
行
の
通
常
の
条
件
に
よ
る
資
金
供
給
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

同
輸
出
契
約
が
締
結
さ
れ
、
も
し
く
は
そ
の
締
結
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

料
輸
出
契
約
の
金
額
が

一
件
二
千
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

村
融
資
期
限
が
六
ヶ
月
を
超
え
三
年
以
内
で
あ
る
こ
と
。
(
但
し
特
別
の
場
合
は
五
年
以

内
と
す
る
こ
と
も
出
来
る
)

な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
融
資
の
刑
事
は
年
七
分
五
厘
以
上
と
し
、
市
中
銀
行
の
貸
出

利
率
を
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

七
、

通

貨

(
年
末
膨
服
せ
る
銀
行
券
の
還
流
状
況
低
調
〉

当
月
日
本
銀
行
の
対
市
中
信
用
は
年
末
資
金
の
還
流
に
よ
り
順
調
な
収
縮
を
見
せ
た
に
も
拘

ら
ず
、
外
国
為
替
会
計
の
払
起
を
主
悶
に
財
政
資
金
が
例
年
と
異
り
少
額
乍
ら
も
撒
趨
と
な
っ

た
為
、
更
年
後
日
本
銀
行
券
の
還
流
鈍
〈
、
通
月
の
、
最
収
趨
過
高
は
比
較
的
少
額
(
二
四
、

一二

一一一
三
百
万
円
)
に
止
っ
た
。

な
お
、
銀
行
券
の
還
収
率
を
前
二
ヶ
年
と
形
式
的
に
比
較
す
る
と
左
表
の
如
く
で
、
イ
ン
フ

レ
l

シ
ヨ

γ
進
行
中
な
り
し
二
十
三
年

i
二
十
四
年
の
還
収
率
に
比
較
す
れ
ば
良
好
で
あ
る

が、

二
十
四
年
l
二
十
五
年
に
比
す
れ
ば
相
当
の
低
下
を
示
し
て
い
る
。

十
二
月
中
最
低
発
行

一
月
中
最
低
発
行

日
よ
り
最
高

発

行

日

目

迄
の
収
縮
高

温
の
増
加
高

(
A〉

(
E

)

七
二
、
八
四
四
百
万
円
四
問
、
四
六
八
百
万
円

=
十
三
年
|
二
十
四
年

国

内

経

済

調

査

(

・上
)
昭
和
二
十
六
年
二
月

還

収

率

(
B
一A

〉

六
一
劣

二
十
四
年
!
二
十
五
年

ニ
十
五
年
l
二
十
六
年

六五
八 四

ノ'¥ -

八 六
タ百:

万
円

八
五
%

六
七
%

六
三
、
七
三
七
百
万
円

一
O
一一、
O
九
八
タ

昭
和
二
十
六
年
二
月

国

内

経

済

概

観

て

概

況

二

、

生

産
動
力
事
情
の
悪
化
に
拘
ら
ず
輸
出
特
需
部
門
の
好
調
で
生
産
は
保
合
|
l電
力
は

依
然
不
振
、
石
炭
は
炭
労
ス
ト
の
た
め
著
減

三
、

貿

易
輸
入
の
噌
勢
引
続
き
顕
著
な
る
に
対
し
輸
出
は
粉
々
頭
打
傾
向
|

|
外
国
為
替
支

.
払
超
過
に
転
ず
|

|
昭
和
二
十
五
年
中
の
貿
易
実
績

四
、
商
況
・
物
価

・
賃
銀

商
況
は
前
月
に
引
続
き
活
況
、
尤
も
繊
維
品
に
は
下
伺
に
入
り
粉
々
鈍
化
の
徴
候

現
る
|

|
物
価
は

一
般
的
に
依
然
上
昇
せ
る
も
賃
銀
は
前
月
を
下
廻
る

l
l賃
上

げ
争
議
増
加
の
傾
向
、
炭
労
ス
ト
は
自
主
的
に
解
決

i
t株
式
市
況
漸
-
〈
持
直
し

を
示
す

五
、
財
政

・
金
融

財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
尻
は
収
支
略
同
額
を
示
す
|
|
見
返
資
金
の
余
裕
金
一

千
億
円
宮
突
破
|
|
市
中
の
預
金
増
勢
不
振
な
る
に
対
し
貸
出
噌
勢
強
し
|
!
日

本
銀
行
貸
出
の
高
率
適
用
制
度
強
化
|

|
日
本
銀
行
外
貨
貸
付
の
増
勢
鈍
化
|

|

昭
和
二
十
坑
年
中
の
証
券
発
行
市
場

・
六

、

通

貨
鍛
行
券
は
例
年
と
期
り
発
行
超
過
と
な
る


